
The outline of 17th R&D symposium

1JR EAST Technical Review-No.34

　JR東日本R&Dシンポジウムは、当社の研究開発の取り組みを社内外に発信するとともに、その分野の有識者
の方からのご講演やディスカッションを通じて、今後の当社グループにおける研究開発の推進を目的として開
催しています。
　近年、環境問題として地球温暖化が深刻な問題として取り上げられています。鉄道は、単位輸送量あたりの
CO2排出量が少ない交通機関として注目されていますが、他の交通機関もそれぞれの分野においてCO2の削減
や、省エネルギー技術への取り組みを進めています。当社においても環境負荷軽減を目指し、これまでにない
発想を取り入れ、さらなる取り組みが必要と考えます。このような状況をふまえ、今回のテーマを「鉄道のさ
らなる環境負荷軽減をめざして」として、2010年11月10日に第17回R&Dシンポジウムを開催しました。今号の
JR EAST Technical ReviewNO.34では環境負荷軽減に関する講演についてご紹介します。
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「鉄道のさらなる環境負荷軽減をめざして」について
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